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2025（令和 7）年度入学者選抜試験問題（一般選抜） 

小論文試験問題 配点 70 点 

次頁以降の【資料①】から【資料③】までを読み、以下の問いすべてに答えなさい。

問１（配点 20 点） 
【資料①】の著者は、大阪地裁判決における「議論が尽くされていない」という表現が、

どのような意味で「ずるい」と述べているか。本文の全体に即して、300 字以内で説明しな

さい。

解答は、解答用紙（問 1 用）に横書きで記入すること。 

問 2（配点 20 点） 
【資料②】の著者は、「社会の多様性」には、（a）なぜ価値がなければならず、また、（b）

どのような価値があると考えているか。本文の全体に即して、300 字以内で説明しなさい。 
解答は、解答用紙（問 2 用）に横書きで記入すること。 

問 3（配点 30 点） 
【資料①】から【資料③】までを踏まえて、あなたの見解として、（a）婚姻制度の存在意

義をどのように考えるか、（b）同性婚の合法化をめぐる議論においていかなる点が考慮され

なければならないと考えるか、理由とともに、1000 字以内で論じなさい。 
解答は、解答用紙（問 3 用）に横書きで記入すること。 

※【資料①】、【資料②】、【資料③】は、いずれも著作物からの引用である。本文を省略した

箇所は≪中略≫で示したが、見出しや注、ルビの省略はこの限りではない。

※出題の都合上、一部に修正を加えている。

※【資料①】、【資料②】、【資料③】の出典は、試験終了後速やかに大阪大学大学院高等司法

研究科のホームページに公表する予定である。




